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カモミールって？？？

・キク科の植物 和名：「カミツレ」

・西アジア原産の一年草

・薬用植物として広く分布

・５月頃に見ごろをむかえる

・リンゴに似た特有の香りがある



大田市の紹介

◎ 人口 約32，500人

◎ 基幹作物は水稲。

◎ 大型畜産農家あり

施設園芸も増加（アスパラ等）

◎ 中山間地を多く抱える



カモミール生産に至るまで

◎えごま栽培とカモミール栽培

えごま カモミール
・遊休農地を利用した獣害に遭いにくい作物
・大田市は全国でも有数の産地

・えごまと同じく獣害に遭いにくい
・えごまの裏作として時期も適している

※１年２期作の実現



カモミールのニーズ

天然由来製品の人気⇒原料の供給不足

○薬草として肌への効能もヨー
ロッパではよく知られ、すぐれ
た保湿力で肌にうるおいを与え、
乾燥や湿疹、あせもなどの肌ト
ラブルを鎮めることができるた
め入浴剤やスキンケア用品が豊
富。



大田市カモミール生産組合について

◎ 令和２年より試験栽培を始める

◎ 令和４年大田市カモミール生産組合発足
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直播について

※旭養鶏舎富山圃場にて
※直播機：アグリテクノ矢崎「クリーンシーダ」

１１月頃

○通常は播種と育苗を行い定植しているが、育苗の省力化を目指し直播の機械化に挑戦



収穫作業

○クボタコンバインSRＪ5に荷台
を取り付け刈取りしたものが一時
的に集められるようになっている

４月下旬から５月上旬



乾燥施設

○大型のビニールハウスに棚を作り風通し
を良くした乾燥場を作っている
○およそ2か月かけて水分を12％以下まで
落とす

※旭養鶏舎富山圃場側にて

６月～７月下旬



裁断～出荷

○細断したものが直接袋
詰めができるようになっ
ている

※カルイ社 ウッドチッパー「ドラコン」

８月頃



活動での苦労や努力した点

・乾燥方法

・作付け時期

・雑草対策

・鳥獣対策



部会への成果

R４ R５

生産者数 ６組 １０組

作付面積 320a 475a

出荷数 3，217ｋｇ 3，590ｋｇ ←
← 全国で

二番目

・安定した買取価格の実現

・生産者増による作付面積の拡大

・景観作物としての可能性

○定性面

○定量面

・栽培マニュアルの作成



JAへの成果・貢献

○定性面

・有機栽培なので鶏糞を肥料として使うことで取り扱いが増えた

・カモミール栽培を始めるにあたって農業機械課より他地域にはない独自の機械の導入

・JAの商品をＰＲできるイベント（カモミール祭り）の土台作り

・イベントにおいての組合員の笑顔

○定量面

・出荷数 Ｒ4：３,２１７㎏ ⇒ Ｒ5：３,５９０㎏

・鶏糞取扱い Ｒ3：14,080袋 Ｒ4：22,670袋 Ｒ5：25,173袋

・カモミール祭り来場者：150名



カモミール祭り

カモミール畑での結婚披露宴株式会社ＳｏｕＧｏのカモミール製品の販売

※地域に人を呼
びよせ経済効果
を生む土台作り
に貢献（大田市
の農作物では今
までにない）
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